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とこたっま決で会例定月6

整備予定の田富玉穂大津線

2

　6月定例会が6月2日から6月15日までの14日間の会期で開催され、市長提案

の平成27年度補正予算8案件のほか専決処分2件、条例改正6件、その他1件が

提出され、議決しました。また、4件の報告がありました。

一般会計補正予算の主な内容

一般会計総額115億3,538万円
6月定例会

（9,669万円を追加）

総務費
・行政事務電算化管理事業
　情報機器修繕など

474万円

・戸籍住民基本台帳費
　カード裏面印字機器購入

160万円

民生費
・放課後児童クラブ運営費
　プレハブ設置工事など

1,372万円

・子ども医療費助成金支給事業 612万円

農林水産業費
・雪害緊急対策事業
　市単独補助

677万円

・林業振興費
　大鳥居林道復旧工事など

934万円

土木費
・道路橋梁維持事業
　市道補修工事など

950万円

・田富玉穂大津線整備・歩道整備に
　係る調査業務委託

2,030万円

教育費
・玉穂中学校管理費
　通級指導学級関係備品

28万円

商工費
・地域住民生活等緊急支援交付金事業
　観光ガイドブックなどの発行

500万円

田富中央児童館プレハブ設置予定地
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▲184万円

▲5万円

276万円

85万円

▲2万円

28万円

▲3万円

36億8,349万円

2億1,205万円

18億5,690万円

1,478万円

2億9,308万円

12億9,261万円

5,457万円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

総　額補正額会　計　名

特別会計補正予算

報　　　告

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

平成26年度一般会計予算繰越明許費

平成26年度下水道事業特別会計予算繰越明許費

平成26年度一般会計予算事故繰越

平成26年度一般会計予算継続費の逓次繰越

7億2,386万円

450万円

160万円

35万円

繰越明許費
　何らかの事情でその年度内に支出を終了することができない経費について、特別に、
翌年度1年間に限り繰越して使用することができるものをいいます。これは、あらか
じめ予算でその上限額を定めておかなければなりません。

事故繰越
　年度内に支出負担行為を行い、避けがたい事故のために年度内に支出が終わらなか
ったものを翌年度に繰り越して使用することです。

逓次繰越
　逓次繰越は、継続費の場合に、その年度ごとの予算について、何らかの事情でその
年度内に支出を終了することができない経費について、特別に、翌年度以降に繰り越
して使用することができるものをいいます。逓次繰越は、（同じ繰越でも、）繰越明
許費とは異なり、その事業の実施期間内であれば、最終年度まで何年でも繰り越すこ
とができます。



〈主な内容〉
＊国民健康保険制度の改正
・保険税の医療保険賦課額に係る限度額を「52万円」に改めました。
・後期高齢者支援金賦課額に係る限度額を「17万円」に改めました。
・介護納付金賦課額に係る限度額を「16万円」に改めました。

◆中央市国民健康保険税条例の改正（専決処分）

〈主な内容〉
＊サービス事業名称の変更及び定員拡大等
・「複合サービス」の名称を「看護小規模多機能型居宅介護」に変更しました。
・「看護小規模多機能型居宅介護」の登録定員を25人から29人に拡大しました。

◆中央市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の改正

とこたっま決で会例定月6
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条例改正

〈主な内容〉
＊固定資産税の改正
・平成27年度の評価替えに伴い、現行の土地に係る負担調整措置等を継続します。

◆中央市税条例等の改正（専決処分）

　ばらつきのある負担水準を均衡化させるために税負担の調整措置がおこなわれています。
負担水準の高い土地は、税負担を引き下げまたは据え置きます。一方で、負担水準の低い
土地はなだらかに税負担を上昇させます。このように税負担を調整していくことで負担水
準の均衡化を図っています。

負担調整措置用 語 解 説

〈主な内容〉
＊介護保険料の所得段階が第1段階の保険料率を平成27年度から平成29年度までを0.45と
　しました。

◆中央市介護保険条例の改正

　生活保護受給者、老年福祉年金受給者、または世帯全員が住民税非課税でかつ本人の年
金収入が80万円以下の人。

所得段階が「第1段階」の方とは用 語 解 説

げんきかいの介護予防教室

　通所介護（デイサービス）を中心に利用しながら、必要
に応じてショートステイや訪問介護、訪問看護を受けるこ
とができる、一種のセットメニューのようなもの。小規模多
機能型居宅介護に、訪問看護を加えたもので、4種類の
介護サービスを顔なじみのスタッフから受けることができ
るため、人見知りしがちな方でも安心して利用できます。
「地域密着型サービス」と呼ばれる種類のもので、施設
の所在地と異なる市区町村に住んでいる場合は利用で
きないことがあります。（現在、中央市では実施していません。）

看護小規模多機能型居宅介護用語解説
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〈主な内容〉
＊「母子及び寡婦福祉法」から「母子及び父子並びに寡婦福祉法」への題名改称による引用規
　定を改正しました。

◆中央市生活福祉資金等償還金の利子補給に関する条例の改正

〈主な内容〉
＊支給対象年齢を満12歳から満15歳に引上げます。（10月1日以降に受ける診療分から適用されます）

◆中央市子ども医療費助成金支給条例の改正

〈主な内容〉
＊重度心身障害者及びひとり親家庭の児童の入院時食事療養費の支給対象年齢を満12歳から
　満15歳に引上げます。（10月1日以降に受ける診療分から適用されます）

◆中央市重度心身障害者医療費助成条例及び中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例の改正

〈主な内容〉
＊サービス事業名称の変更及び定員拡大等
・「複合サービス」の名称を「看護小規模多機能型居宅介護」に変更しました。
・「看護小規模多機能型居宅介護」の登録定員を25人から29人に拡大しました。

◆中央市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
　護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の改正

条例改正

〈主な内容〉
　これまで「災害弱者緊急通報システムに付置した生活リズムセンサーの取扱いに関する事務」
については、甲府地区広域行政事務組合が共同処理する事務としていましたが、各組織市町が
事業主体となり新たな「見守り通報サービス（ふれあいペンダント）」を実施することにより規約を
変更します。

◆甲府地区広域行政事務組合規約の変更

規約の変更

つづき

見守り通報サービス（ふれあいペンダント）

　急病や事故など緊急に助けが必要な時に、
速やかな援助や支援ができるよう24時間
体制で山梨県安心安全見守りセンターに
通報し、救急出動を要請します。
　対象者は、ひとり暮らしの65歳以上の
高齢者で緊急を要する病気等がある方。
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条例
改正

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

・中央市税条例等中改正の件

・中央市国民健康保険税条例中改正の件

・中央市介護保険条例中改正の件

・中央市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

　運営に関する基準を定める条例中改正の件

・中央市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

　設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

　係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

　を定める条例中改正の件

・中央市生活福祉資金等償還金の利子補給に関する条例中

　改正の件

・中央市子ども医療費助成金支給条例中改正の件

・中央市重度心身障害者医療費助成条例及び中央市ひとり

　親家庭医療費助成金支給条例中改正の件

専決
処分

承
認○○○○○○○○○○○○○○○○○

・一般会計補正予算（第1号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

・後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

・介護保険特別会計補正予算（第1号）

・地域包括支援センター特別会計補正予算（第1号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）

・下水道事業特別会計補正予算（第1号）

・田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

平成
27
年度
補正
予算

・甲府地区広域行政事務組合規約の変更の件 ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決その他
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中
央
市
長

田
中
久
雄

臨
時
給
付
金
の
支
給

市
税
等
の
徴
収
強
化

国
民
健
康
保
険
改
革

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

空
き
家
対
策

子
ど
も
医
療
費
の

助
成
対
象
の
拡
大

地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
事
業

第
8
回
中
学
生

海
外
語
学
研
修

各
施
策
の
行
政
報
告

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
お
よ

び
子
育
て
支
援
券
の
発
行
運

営
を
中
央
市
商
工
会
に
委
託

し
、
市
内
の
消
費
喚
起
を
図

り
、
地
域
経
済
活
性
化
と
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
図
り

ま
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
 
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

を
今
年
度
も
給
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
給
付
金
が

確
実
に
届
く
よ
う
、
事
務
の

執
行
と
制
度
の
周
知
に
努
め

ま
す
。

　
10
月
よ
り
助
成
対
象
年
齢

を
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
す
。
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
、
「
住

み
た
く
な
る
、
住
み
続
け
た

く
な
る
　
中
央
市
」
を
目
指

し
、
子
育
て
支
援
を
推
進
し

ま
す
。

　
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
大
切
な
財
源
。
税
負
担
の

公
平
性
と
滞
納
解
消
の
た
め
、

滞
納
整
理
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
医
療
保
険
制
度
改
革
の
関

連
法
案
が
成
立
。
市
で
も
医

療
費
の
伸
び
の
要
因
や
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
8
月
7
日
か
ら
13
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ
ア
ン

ズ
市
で
実
施
し
ま
す
。
国
際

性
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
期

待
し
、
帰
国
後
の
報
告
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
3
月
に
完
了
し
た
リ
ニ
ア

関
連
基
礎
調
査
報
告
を
基
に
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
効
果

を
最
大
限
に
活
用
し
た
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　
空
き
家
等
の
対
策
を
総
合

的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
中
央
市
空
き
家
等
対
策

推
進
会
議
を
設
置
し
、
実
態

調
査
、
対
策
計
画
の
策
定
等

の
検
討
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

プレミアム商品券（見本）
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介助の勉強会のようす（介護者のつどい）

未舗装の大鳥居林道

継続できるよう努める

介護支援サービスの
取り組みは

金丸　俊明 議員

高
齢
介
護
課
長
　
②
今
後
、

事
業
評
価
を
行
い
、
課
題
を

洗
い
出
し
て
い
く
。

③
小
地
域
ケ
ア
会
議
等
を
通

じ
、
介
護
予
防
の
啓
発
等
を

進
め
て
き
た
。
地
域
が
主
体

と
な
っ
た
サ
ロ
ン
、
助
け
合

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
始
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
医
療
関

係
と
の
連
携
を
広
げ
て
い
き

た
い
。

保
全
・
継
承
に
努
め
る

景
観
計
画
に
基
づ
く
施
策
は

議
員

福
田
　
清
美

金
丸
議
員
　
①
介
護
報
酬
引

き
下
げ
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
へ
の
影
響
と
、
行
政
に
よ

る
指
導
支
援
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
は
。

②
新
し
い
総
合
事
業
の
現
状

と
課
題
は
。

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

市
長
　
①
介
護
報
酬
は
総
額

で
は
減
少
す
る
が
、
介
護
職

員
の
処
遇
改
善
加
算
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
等
に
よ
る
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
へ
の
加
算
等
が
図
ら
れ

る
。
地
域
密
着
型
の
施
設
へ

の
指
導
支
援
は
市
の
責
務
。

2
カ
月
に
1
度
の
運
営
推
進

会
議
、
2
年
に
1
度
の
実
地

指
導
等
を
実
施
す
る
。

福
田
議
員
　
①
生
垣
お
よ
び

花
壇
設
置
補
助
金
制
度
の
創

設
は
。

②
山
の
神
千
本
桜
と
乙
黒
桜

の
保
全
と
継
承
は
。

③
里
山
景
観
の
保
全
と
再
生

は
。

市
長
　
①
他
市
町
村
の
先
進

事
例
を
参
考
に
し
、
制
度
創

設
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

都
市
計
画
課
長
　
②
市
民
懇

談
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

提
案
さ
れ
た
「
桜
の
里
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

③
中
央
市
森
林
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
市
民
や
企
業
の
参

画
を
得
て
、
下
草
刈
り
や
植

林
活
動
な
ど
を
促
進
し
、
里

山
や
景
観
の
維
持
保
全
に
努

め
る
。

農
政
課
長
　
③
民
有
林
の
松

く
い
虫
の
被
害
防
止
に
は
、

市
で
補
助
事
業
を
導
入
、
伐

倒
駆
除
作
業
を
実
施
し
て
い

る
。
所
有
者
の
高
齢
化
に
よ

り
、
間
伐
の
遅
れ
、
森
林
の

荒
廃
が
目
立
つ
。
適
切
な
森

林
整
備
を
進
め
る
た
め
、
所

有
者
の
負
担
軽
減
、
国
･
県

の
補
助
事
業
の
活
用
な
ど
、

長
期
的
・
総
合
的
な
対
応
に

努
め
る
。

福
田
議
員
　
①
大
鳥
居
林
道

の
舗
装
は
。

農
政
課
長
　
①
林
道
の
舗
装

工
事
が
補
助
事
業
に
採
択
さ

れ
る
よ
う
、
県
と
協
議
し
て

い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

▼
渡
辺
　
亨
議
員
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丁寧な説明と
適切な対応を要請

リニアは迷惑施設

関　敦隆 議員

リニア実験線騒音体感のようす（大月市内）

イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た

ご
当
地
婚
姻
届
（
韮
崎
市
の
見
本
）

問質般一

関
議
員
　
①
Ｊ
Ｒ
東
海
の
対

応
は
。

②
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
市
の
対
応
は
。

③
緩
衝
帯
が
片
側
4
メ
ー
ト

ル
で
は
、
不
十
分
で
は
な
い

か
。

④
新
山
梨
環
状
道
路
と
リ
ニ

ア
新
幹
線
に
挟
ま
れ
る
住
民

へ
の
対
応
は
。

市
長
　
①
自
治
会
、
関
係
地

権
者
の
十
分
な
理
解
を
得
て

事
業
を
進
め
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ

東
海
に
強
く
要
請
す
る
。

②
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
、
住
環

境
へ
の
影
響
に
対
す
る
モ
ニ

田
中
議
員
　
①
い
つ
ま
で
も

記
念
の
「
婚
姻
届
」
を
手
元

に
。

市
長
　
①
現
在
、
上
質
紙
の

賞
状
形
式
で
婚
姻
届
受
理
証

明
書
を
有
料
で
発
行
し
て
い

る
。
結
婚
情
報
誌
と
連
携
し

た
「
ご
当
地
婚
姻
届
」
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
市
制
10
周
年

を
期
に
検
討
し
た
い
。

田
中
議
員
　
①
大
切
な
農
地

の
継
承
は
。

②
農
地
と
市
街
地
の
共
存
は
。

市
民
の
憩
い
の
場
を
兼
ね
た

直
売
所
の
開
設
は
。

③
学
校
教
育
の
一
環
に
農
業

体
験
を
。

農
政
課
長
　
①
耕
作
放
棄
地

を
有
効
活
用
し
た
市
民
農
園

等
、
市
農
業
振
興
公
社
と
連

携
し
取
り
組
む
。

②
道
の
駅
「
と
よ
と
み
」
と

農
事
組
合
「
た
・
か
ら
」
の

2
施
設
が
、
朝
採
り
を
売
り

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
新
施

設
は
生
産
組
織
体
制
が
整
っ

た
時
点
で
検
討
す
る
。

教
育
総
務
課
長
　
③
生
活
科

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、

野
菜
作
り
、
稲
作
な
ど
多
様

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

食
育
の
一
環
と
し
て
も
農
業

に
触
れ
る
機
会
を
大
切
に
し

た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
小
池
章
治
議
員

タ
リ
ン
グ
を
よ
り
広
く
実
施

し
、
沿
線
住
民
の
不
安
解
消
、

迅
速
か
つ
丁
寧
な
問
題
解
決

に
努
め
る
よ
う
強
く
要
請
し

て
い
く
。

③
J
R
東
海
と
し
て
は
実
験

線
の
実
績
を
踏
ま
え
、
4
メ

ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。
市
と

し
て
、
地
域
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
丁
寧
な
説
明
を
要
請

す
る
。

④
著
し
く
住
環
境
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

市
は
リ
ニ
ア
事
業
に
お
け
る

重
要
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

J
R
東
海
に
対
し
、
住
民
の

理
解
を
得
て
適
切
な
対
応
を

行
う
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
要
請
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
　
茂
議
員

▼
田
中
健
夫
議
員

市
制
10
周
年
を
期
に
検
討
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
案

議
員

田
中
　
清



問質般一

窓口対応のようす

手話の勉強会のようす（手話サークル）

検討課題、最大限配慮する

来庁者の
プライバシー保護と接遇は

渡辺　亨 議員

環
境
整
備
に
努
め
る

手
話
言
語
に
関
す
る
取
り
組
み

議
員

田
中
　
輝
美

渡
辺
議
員
　
①
市
に
お
け
る

ハ
ー
ド
面
の
対
応
は
。

②
新
入
職
員
研
修
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
の
対
応
は
。

③
今
後
の
庁
舎
建
設
で
の
予

定
は
。

管
財
課
長
　
①
仕
切
り
の
設

置
に
よ
り
利
便
性
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
兼

ね
合
い
を
考
慮
し
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

総
務
課
長
　
②
2
泊
3
日
の

宿
泊
研
修
を
含
め
、
7
回
の

新
任
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

本
市
独
自
に
消
防
団
の
規
律

訓
練
へ
の
参
加
、
民
間
講
師

を
招
い
て
の
接
遇
研
修
を
行

っ
て
い
る
。
全
職
員
を
対
象

に
し
た
階
層
研
修
な
ど
各
種

研
修
の
充
実
に
も
努
め
る
。

政
策
秘
書
課
長
　
③
利
用
し

や
す
く
親
し
み
や
す
い
快
適

な
庁
舎
と
し
、
来
庁
者
の
動

線
に
配
慮
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
配
慮
し
た
庁
舎

整
備
を
図
っ
て
い
く
。
素
案

の
策
定
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
。

田
中
議
員
　
①
窓
口
手
話
通

訳
者
設
置
の
今
後
の
体
制
は
。

②
手
話
の
普
及
と
啓
発
は
。

③
手
話
言
語
の
条
例
制
定
は
。

市
長
　
①
4
月
か
ら
火
曜
と

木
曜
の
午
前
中
、
玉
穂
庁
舎

福
祉
課
に
手
話
通
訳
者
を
配

置
し
た
。
1
年
間
の
試
行
後
、

拡
充
を
検
討
す
る
。

③
手
話
通
訳
者
の
勤
務
形
態

の
拡
充
な
ど
環
境
整
備
を
図

り
、
県
の
動
向
も
注
視
。
制

定
に
向
け
検
討
し
た
い
。

福
祉
課
長
　
②
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
「
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
」
を
開
催
し

て
い
る
。
本
年
度
、
24
人
が

合
計
40
回
の
講
座
を
受
講
す

る
。

田
中
議
員
　
①
が
ん
教
育
の

推
進
は
。

②
熱
中
症
対
策
は
。

教
育
長
　
①
文
科
省
の
研
究

結
果
を
踏
ま
え
指
導
方
法
に

反
映
さ
せ
る

②
水
筒
持
参
、
屋
外
で
の
帽

子
着
用
。
全
校
に
経
口
補
水

液
を
常
備
し
て
い
る
。

田
中
議
員
　
①
国
の
が
ん
検

診
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
の
動
向
は
。

②
胃
が
ん
検
診
へ
の
ピ
ロ
リ

菌
検
査
の
導
入
は
。

市
長
　
①
厚
生
労
働
省
の
検

討
会
で
、
必
要
性
、
有
効
性

な
ど
の
議
論
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

②
長
期
追
跡
に
基
づ
く
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後

の
国
の
動
向
、
検
査
機
間
の

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員
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玉穂中学校図書室

議
員

木
下
　
友
貴

持
続
可
能
な
制
度
構
築
が
必
要

国
民
健
康
保
険
の
現
状
認
識
は

総
務
教
育
常
任
委
員
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
は

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

〈
総
務
課
〉

問
　
管
理
職
が
増
え
た
が
、

内
容
は
。

答
　
管
理
職
は
平
成
26
年

度
28
人
、
27
年
度
30
人
。

6
〜
7
級
が
増
え
昨
年
は

7
級
2
人
。
今
年
7
級
7

人
。
そ
の
差
額
が
主
な
総

額
の
要
因
。

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
情
報
漏
洩
に
対
す
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
の

内
容
は
。

答
　
26
年
4
月
に
中
央
市

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ

リ
シ
ー
を
策
定
し
職
員
研

修
を
実
施
。
「
よ
く
わ
か

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

冊
子
を
作
成
し
市
民
に
配

布
。
企
業
向
け
広
報
は
情

報
担
当
を
通
じ
働
き
か
け

る
。

問
　
不
審
な
メ
ー
ル
に
ア

ク
セ
ス
し
て
問
題
は
起
こ

っ
た
か
。

答
　
不
審
な
メ
ー
ル
に
ア

ク
セ
ス
し
て
問
題
が
起
こ

っ
た
事
例
は
な
い
。
覚
え

の
な
い
メ
ー
ル
は
開
封
し

な
い
よ
う
徹
底
し
て
い
る
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問
　
空
い
た
駐
在
所
は
、

見
守
り
隊
を
地
域
の
方
と

行
う
と
説
明
が
あ
っ
た
が

検
討
は
。

答
　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

消
防
協
力
会
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
防
犯
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
建
物

を
考
え
て
い
る
。
市
も
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
立
ち

寄
る
な
ど
利
用
を
検
討
し

て
い
く
。

木
下
議
員
　
現
状
認
識
、
見

解
を
伺
う
。

市
長
　
加
入
者
に
占
め
る
高

齢
者
の
割
合
が
上
が
り
、
医

療
費
は
年
々
増
加
す
る
一
方

で
保
険
税
収
は
横
ば
い
、
財

政
は
逼
迫
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
制
度
構
築
が
必
要
だ
。

税
率
改
正
は
今
後
の
医
療
費

の
推
移
を
み
て
、
国
保
運
営

協
議
会
で
検
討
し
て
い
た
だ

く
。

木
下
議
員
　
小
中
学
校
の
就

学
援
助
の
拡
充
・
改
善
は

教
育
長
　
当
面
、
現
行
制
度

で
対
応
し
て
い
く
。

木
下
議
員
　
①
学
校
司
書
の

配
置
状
況
は
。

②
図
書
購
入
費
の
平
均
額
は
。

③
新
聞
を
活
用
し
た
学
習
環

境
の
た
め
の
財
政
措
置
は
。

教
育
長
　
①
8
校
す
べ
て
に

臨
時
職
員
の
司
書
を
配
置
。

司
書
教
諭
は
豊
富
小
学
校
以

外
の
7
校
に
配
置
。

②
小
学
校
6
3
万
4
千
円
。

中
学
校
9
1
万
5
千
円
。

③
小
学
校
5
万
7
千
円
。
中

学
校
3
万
3
千
円
を
計
上
。

旧小井川駐在所
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厚
生
常
任
委
員
会

支
払
い
緩
和
措
置
も
必
要
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
中

央
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改

正
の
件
）

〈
保
険
課
〉

問
　
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
広
く

保
険
料
徴
収
に
つ
な
が
る
が
、
通

年
保
険
料
の
支
払
い
が
大
変
な
人

も
い
る
。
現
状
は
。

答
　
徴
収
率
は
25
年
か
ら
26
年
は

上
が
っ
て
い
る
。
収
納
対
策
員
、

保
険
課
で
納
税
相
談
を
行
っ
た
結

果
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
今
後
も
続

け
て
い
く
。

問
　
分
割
等
支
払
い
緩
和
措
置
も

必
要
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
　
保
険
料
の
分
納
制
約
に
つ
い

て
多
く
の
方
が
窓
口
に
来
る
。
本

人
の
状
況
を
見
な
が
ら
適
確
に
判

断
を
し
て
い
く
。

介
護
保
険
条
例
の
改
正

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
第
1
号
被
保
険
者
の
減
額
が

改
め
て
出
て
き
た
理
由
は
。

答
　
3
月
時
点
で
確
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
国
の
予
算
編
成
が
4
月

に
ず
れ
込
み
今
回
の
改
正
と
な
っ

た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
市
民
課
〉

問
　
シ
ス
テ
ム
導
入
で
個
人
番
号

制
に
な
る
が
、
職
員
を
含
め
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
は
。

答
　
政
策
秘
書
課
が
所
管
し
、
す

べ
て
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を

手
掛
け
る
。
職
員
は
毎
年
度
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

〈
福
祉
課
〉

問
　
手
話
養
成
講
座
が
40
回
あ
る

が
予
算
は
。

答
　
社
協
委
託
。
昭
和
町
と
合
同

で
行
い
、
中
央
市
24
人
、
昭
和
町

6
人
の
30
人
。
社
協
と
利
用
者
負

担
金
で
行
っ
て
い
る
。

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
　
プ
レ
ハ
ブ
建
設
は
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
1
人
当
た
り
1
・
65
㎡

の
規
定
だ
が
、
人
数
の
見
込
み
は
。

答
　
建
設
面
積
は
66
㎡
で
、
1
ク

ラ
ス
40
人
を
受
け
入
れ
る
計
画
。

〈
健
康
推
進
課
〉

問
　
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー（
吸
入
器
）補

助
で
、
停
電
時
の
対
応
は
。

答
　
医
療
救
護
所
を
玉
穂
、
豊
富
、

田
富
の
3
カ
所
に
設
置
。
医
薬
品

配
備
と
電
源
用
の
発
電
機
を
配
置
。

産
業
土
木
常
任
委
員
会

田
富
玉
穂
大
津
線
の
整
備
進
捗
状
況
は

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
建
設
課
〉

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業
は
4

カ
所
の
予
算
計
上
だ
が
、
補
助
制

度
の
周
知
は
。

答
　
制
度
は
継
続
的
な
も
の
。
事

業
当
初
か
ら
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
周
知
。
最
近
は
申
し
込

み
が
な
い
が
、
申
請
要
望
が
出
て

き
た
の
で
補
正
し
た
。

問
　
田
富
玉
穂
大
津
線
の
整
備
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

答
　
平
成
26
年
に
詳
細
設
計
業
務

発
注
。
6
月
末
が
業
務
完
了
。
現

在
、
詳
細
設
計
が
出
来
、
土
地
の

不
動
産
鑑
定
を
発
注
し
た
。
今
後
、

詳
細
設
計
を
確
定
し
、
夏
ご
ろ
地

元
説
明
会
、
そ
の
後
、
物
件
補
償

調
査
の
業
務
委
託
を
行
う
。
早
け

れ
ば
年
度
末
に
用
地
の
関
係
や
税

務
署
と
事
前
協
議
に
入
る
。

〈
農
政
課
〉

問
　
雪
害
緊
急
対
策
事
業
費
に

6
7
0
万
円
計
上
し
て
あ
る
。
雪

害
対
策
が
す
べ
て
終
わ
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
補
正
額
で
終
わ
る
の

か
。

答
　
ハ
ウ
ス
の
再
建
は
繰
越
で
対

応
。
今
回
の
補
正
は
国
の
助
成
で

認
め
て
も
ら
え
な
い
部
分
を
市
単

独
で
計
上
。
撤
去
費
は
こ
れ
で
全

額
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問
　
1
店
1
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

製
で
、
商
工
会
･
商
店
等
と
の
連

携
は
。
デ
ザ
イ
ン
は
委
託
か
。

答
　
業
者
委
託
。
商
工
会
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
進
め
る
。
デ
ザ

イ
ン
も
委
託
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
進
め
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
支
援
の
チ
ラ
シ
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　6月定例会の委員会審議で継続審査となっ
た「中央市学校給食センター整備に関する
計画等の策定に係る請願」について、継続
審査の一環として市内学校給食施設（田富
小中給食室、玉穂共同調理場、豊富小給食室）
の現状視察および勉強会を実施しました。
　今回、総務教育常任委員会委員6名の他に
名執議長をはじめ多数の議員が出席しました。
また、教育委員会の田中教育長をはじめ担
当職員から、施設の現状、問題点などの説
明を受けました。議員からは、衛生面の問
題や今後の給食センター整備に関する計画
はどうなっているか等多数の質問が出され
ました。
　この件に関しては、今後もさらに勉強を
重ね、議会として市民の皆さまにご報告し
ます。

　近い将来のリニア開通を見据え、市内の道路網
整備や上下水道等のインフラ整備、河川改修等の
治水計画の進ちょく状況の説明や都市計画を含む
総合的な土地利用について勉強会を行いました。
　中央市マスタープランの見直しでは、都市づく
りの見直しの視点として「①リニア中央新幹線の
整備を見据えた街づくりの視点から計画の一部を
見直す。」「②適切な用途地域の見直しを図る観
点から計画の一部を見直す。」、他に項目別の見
直し方針では、中央市の将来像（まちの将来構造）、
分野別まちづくり方針（土地利用・道路交通まち
づくり）について、また、用途地域の見直しの検
討では、用途地域の指定状況について、担当職員
の説明を受けました。
　委員会としても、この問題については大変重要
な問題であるので、今後も必要に応じ、調査・研
究を行います。

閉会中の勉強会
日　程：平成27年7月2日（木）午前9時30分～
視察先：「中央市学校給食センター整備に関する計画等の策定に係る請願」継続審査

閉会中の勉強会
日　時：平成27年7月10日（金）午前9時30分～
テーマ：リニア中央新幹線整備に伴う、本市の総合的な土地利用について

豊富小ランチルーム

※厚生常任委員会の閉会中の調査・研究報告は第39号で行います。
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リニア実験線騒音体感のようす

　6月12日にリニア中央新幹線対策特別委員会
を開催し、市からリニア担当者に出席いただき、
協議会や委員会等の進ちょく状況について説
明がありました。委員からは、JRに対して、国の
補償基準とはどういう内容か具体的な数値な
ど示してもらい、井戸や日照時間の補償をど
うのように考えているのか、しっかりした説
明をお願いしたいなどの意見が出されました。
　また、7月15日にリニア実験線騒音体験のた
め、現地視察を行いました。今後も引き続き、
諸問題について必要な調査を行い、検討し、
報告していきます。

リニア中央新幹線対策特別委員会

　6月12日に庁舎整備特別委員会を開催し、
これまでの庁舎整備に関する進ちょく状況の
確認を行いました。
　また、今後の予定については、7月から庁
舎整備市民検討委員会を随時開催し、3月に
は基本計画が策定される予定です。委員からは、
庁舎整備市民検討委員について、田富・玉穂・
豊富の3地区でバランス良く女性委員の声掛
けをしてほしいなど意見が出されました。
　今後も引き続き、諸問題について必要な調
査を行い、検討し、報告していきます。

庁舎整備特別委員会 今後の庁舎整備までのスケジュール
（年度別）

基本計画策定
（庁舎整備市民検討委員会・パブリックコメント）

平成27年度

概略設計
平成28年度

詳細設計
平成29年度

建設工事
平成30年度

建設工事・供用開始
平成31年度

全国市議会議長会及び山梨県市議会議長会より表彰されました。
各議員（前議員）におかれましては、市政発展に尽くされ、その
功績が認められたものです。

●全国市議会議長会表彰
議員10年表彰　田中健夫 議員
議員10年表彰　小沢　治 様（前市議会議員）
議員10年表彰　小池満男 様（前市議会議員）

議長表彰
副議長表彰
議員10年表彰
議員10年表彰
議員15年表彰
感謝状
感謝状

伊藤公夫 議員
小沢　治 様（前市議会議員）
田中健夫 議員
小池満男 様（前市議会議員）
田中一臣 議員
伊藤公夫 議員
小沢　治 様（前市議会議員）

●山梨県市議会議長会表彰
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市民と議会の対話集会のようす

消防委員会
消防団退団式及び辞令交付式
市立保育園入園式
市立小学校入学式
市立中学校入学式
広報編集委員会
ふれあい福祉歩け歩け大会
景観審議会
山梨県市議会議長会第253回定期総会
れんげまつり

1日
1日
3日
6日
6日
6日
9日
13日
14日
29日

4月

議会運営委員会
会派代表者会
押原小井川交番開所式
開発審査会
議会改革推進委員会
社会福祉協議会正副会長会議
リニア中央新幹線建設促進山梨県期成同盟会総会
一般質問通告調整会議
峡中地区都江堰市友好協議会定期総会

1日
1日
7日
7日
15日
18日
18日
20日
21日

5月

国民健康保険運営協議会
た・から創業祭
社会福祉協議会理事会
議会運営委員会
会派代表者会
関東市議会議長会第81回定期総会
体育協会総会
日向山恩賜県有財産保護組合議会
青少年育成中央市民会議総会

22日
23日
25日
26日
26日
27日
27日
28日
29日

2日
9日
12日
12日
15日
16日
24日
24日
25日
30日

第2回定例会開会
開発審査会
庁舎整備特別委員会
リニア中央新幹線対策特別委員会
第2回定例会閉会
与一公まつり実行委員会
議会改革推進委員会
健康づくり推進協議会
広報編集委員会
地方公共交通活性化協議会

6月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

9月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成27年9月定例会の予定

午前10時
午前10時
午前10時
午前9時30分
午前9時30分

開　会
一般質問
一般質問
総務教育常任委員会
総務教育常任委員会

（火）
（木）
（金）
（月）
（火）

1日
3日
4日
7日
8日

午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

厚生常任委員会
厚生常任委員会
産業土木常任委員会
産業土木常任委員会
閉　会

（木）
（金）
（月）
（火）
（金）

10日
11日
14日
15日
18日

初めての対話集会を開催
　議会改革の新たな取り組みとして、中央市議会とし

て初めての「市民と議会の対話集会」が7月15日（水）

に玉穂総合会館で開催され、今回は、各自治会長方に

ご出席いただき、「少子高齢化」をテーマに市議会議

員全員と活発な意見交換を行いました。今後も、方法

を検討しながら、市民の皆さまに議会活動のご報告や

市政について、意見交換を予定しています。

　なお、開催時期やテーマなどについては、議会だよ

りやホームページ等でお知らせします。
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極楽寺

星野　久子

すみれ会直売所

　中央市若宮13‐6で火曜日と土曜日午前9時か

ら12時まで、朝市を開いています。

　会員数は21人で、朝市を始めてから19年とい

う年月が流れています。始めた当初は下三条で

した。土曜日は毎回テントを組み立てたり片づ

けたりの繰り返しで、女性の身で協力し合って

頑張っております。

　下三条で9年、それから若宮に移り、鉄骨の

店舗を建てて営業できるようになりました。朝

採りできる野菜は朝収穫し、「新鮮で安心して

食べていただける」を心がけて出荷しています。

手作りのこうじ味噌も販売しており、おいしい

と評判です。また、11月より3月まで焼き芋も

始め、みなさんに喜ばれています。

　どこのお店よりも安くをモットーに、お客様

とのふれあいを大切にしています。

　会員もだんだん高齢化してきていますが、農

家としての誇りを持って頑張りたいと思います。

どうぞ、すみれ会直売所の朝市へお越しください。

お待ちしております。

　定年移住ということで、大鳥居に東京都墨田

区から転居して2年の巡りを経ました。

　旱天熱暑の夏と、半月も閉じ籠った、記録に

ないほどの大雪の冬を体験し、以前の知り合い

から大変心配をされましたが、久保地区の暮ら

しは、自然との対話の中で人の優しさを多く与

えられています。当初から組に入ることを決めて、

温かく迎えられ、どんど焼きや河川清掃の地域

行事にも参加のお誘いがあります。

　庭には少しずつ新しい樹々や山野草も増えて

きました。土に親しみ梅仕事を教わり、ホタル

を眺め、薪づくりをしています。その様子を各

地への発信として綴る日々を過ごしています。

　シルクの里の歴史も少しずつ学び、中央市と

なった現在に生かせる視点を持ちたいと考えて

います。移住者ですから、まだ失敗が多いと思

います。こちらの習わしを覚えながら過ごした

いと思っています。診療所のバス停からすぐの

ところに住んでいます。見かけたらお声掛けく

ださい。

大鳥居

増田　レア

大鳥居歳時記

　国では平成27年度新子育て支援および介護予防の
予算が決まりました。
　平成26年の「合計特殊出生率」（1人の女性が生涯
に産む子どもの人数の合計）が9年ぶりに減少し、
1.42になったと報道されました。
　中央市も、平成25年の出生数は237人で、人口の
割に出生数が少なく少子化が進んでいる現状です。
　少子高齢化が進む中で安心したまちづくりのため、
6月議会で地方創生交付金として「プレミアム商品券」
の発行、新しい介護保険制度、雪害復旧等について
活発な議論が交わされました。

　市民の皆さまからの「声」を伝え、議員一同、市
政発展のため日々努力してまいります。
　広報編集委員会として、市民の皆さまに的確に議
会の内容をお伝えし、「見通しの良い議会」にしてま
いりたいと思います。

［田中　清］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　名執義　　　編　集／議会広報編集委員会
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委　員　長　　木下　友貴
副委員長　　田中　　清
委　　員　　渡辺　　亨　斉藤　雅浩
　　　　　　金丸　俊明　福田　清美


